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	 	 	 	 In	 this	 short	article	will	be	argued	a	general	history	of	 the	so-called	 iron-gall	 ink	and	
its	 reproduction	after	an	historical	 recipe	and	a	 report	of	 some	simple	experiments	of	 its	
discoloration.	
				The	recipe	of	real	iron-gall	ink	was	mentioned,	as	far	as	known,	by	Albertus	Magnus,	in	his	




	 	 	 	After	a	historical	research	of	recipes	 in	 iron-gall	 ink	as	above,	we	tried	to	reproduce	the	
ink	 following	Friedrich	Adolph	Ebert’s	description	of	a	 recipe	 transcribed	 from	a	German	
manuscript	written	in	1412,	 introduced	in	his	Zur	Handschriftkunde	(Bd.I,	Leipzig,	1825,	p.24).	












	 	 	 	 In	conclusion,	the	iron-gall	 ink	with	blue-black	colour	has	a	relatively	strong	acidity	 in	 its	























ているが、英語の ink の語源はイタリア語のインキオストロ inchiostro　から来ている。さらに、




































































































































































図 ４　 市 販 イ ン ク 消 し に よ る イ ン ク の 脱 色 痕
（LION Ink Eraser No.100 を使用）





























図７　図３で示したインクを 2014 年 10 月 25 日に撮
影したもの
図８　鉛筆による円内に紫外線を 24 時間直接照射した




図 10　Plutarchus, Opuscula moralia,  Lugduni, 1549, 
p.89 の書き込み
図 11　 Plutarchus, Opuscula moralia , Lugduni, 1549, 




























したがって１リブラは 360 グラムとなる。そこで換算すると、没食子 360g、アラビアゴムとザクロの樹皮が 180g、そして水







[17]	酸性度を計測する際に使用したのは、株式会社アイシー、IC サーモ 902 という簡易土壌酸度計である。
[18]	cfr.	Maurizion	Copedé,	La	carta	e	il	suo	degrade,	Firenze,	1991,	pp.56-57.
[19]	使用した紫外線ライトはOptoCode	LED-41UV375F。使用した紫外線計は、日本シンテック株式会社製デジタル紫外線強度
計 UV-340A。2014 年 10 月 23 日 11:00 ～ 10 月 24 日 11:00 までの 24 時間、紙面に対する直接照射を行った。晴天時のガ
ラス越しの直射日光が含む紫外線は約 1mW/cm2・h（2014 年 10 月 25 日 13 時、快晴）であったことから、10.4mW/cm2・
24h は、仮に直射日光にさらした場合の約 240 時間分となる。
[20]	前職の国立西洋美術館学芸課主任研究員時代に進めていた、旧松方コレクションに由来する 16世紀から 18世紀にかけて
の西洋素描の調査研究の過程で、紙そのものの劣化が著しい素描の劣化進行を遅らせるための工夫として、タキヤ株式会社砂
原康成氏の協力のもと、酸素吸着剤インターセプトを備えた中性紙製保管箱を 2010 年に開発した。その効果そのものに対す
る検証を行うまでに至らないまま、現職へ異動したため、たとえ仮説であったとしても、今回、インクの変色とインクによる
紙本劣化の原因を想定するに至ったことは、非常に喜ばしいことである。
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